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検討用時間差の抽出方法

① 主要動継続時間を設定 （＝１１０秒）

② “海域活断層に想定される地震に伴う津波(敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯：海域部)に想定される地震に伴う津波)”における着目
地点別の最も厳しいケースについて，それぞれ水位変動量が最大となる時刻を探索 （＝５分２６秒：下図例（海水取水口）の場合）

③ ②を起点として，地すべり津波(伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波)すべての地点ケースに対して，１１０秒の範囲内で水位変動量が最大となる
時間差を探索 （＝７９秒：下図例（地点④亀浦）の場合）
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海域の活断層に想定される地震に伴う津波 ※１
地すべり津波 ※２

３号炉海水取水口

抽出方法（例）

※１ 【敷地前面海域の断層群＋伊予セグメント】 傾斜角：北８５度，すべり角：１６５度 【豊予海峡】 傾斜角：９０度，すべり角：１５０度
【別府地溝南縁】 傾斜角：北７５度，すべり角：-９０度 【別府湾断層帯】 傾斜角：南７５度，すべり角：-９０度

※２ 地点④ （亀浦）

５．重畳の検討 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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検討用時間差の抽出結果
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３号炉東護岸前面（地震単独で最高水位を示す地点）
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５．重畳の検討 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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重畳条件の設定

重畳ケース

海域の活断層に想定される
地震に伴う津波

(敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯：
海域部)に想定される地震に伴う津波)

地すべり津波
(伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波)

着目地点 地点ケース 評価手法 時間差（秒）

Ａ

水位上昇側

敷地前面 ※１ ④（亀浦）

二層流
モデル

９７

Ｂ 海水取水口 ※２ ④（亀浦） ７９

Ｃ Ｔ/Ｂ復水器取水先端 ※３ ⑤（立神岩） １５

Ｄ 放水口 ※２ ⑤（立神岩） １２

Ｅ 水位下降側 海水取水口 ※４ ③（海岬） ７１

○検討用時間差の抽出結果を基に，以下に示す重畳ケースに対して津波計算を実施する。

０ ５ｋｍ

④亀浦

⑤立神岩

※１ 【敷地前面海域の断層群＋伊予セグメント】 傾斜角：北７５度，すべり角：１６５度 【豊予海峡】 傾斜角：９０度，すべり角：１５０度 【別府地溝南縁】 傾斜角：北７５度，すべり角：-９０度

【別府湾断層帯】 傾斜角：南７５度，すべり角：-９０度

※２ 【敷地前面海域の断層群＋伊予セグメント】 傾斜角：北８５度，すべり角：１６５度 【豊予海峡】 傾斜角：９０度，すべり角：１５０度 【別府地溝南縁】 傾斜角：北７５度，すべり角：-９０度

【別府湾断層帯】 傾斜角：南７５度，すべり角：-９０度

※３ 【敷地前面海域の断層群＋伊予セグメント】 傾斜角：北８０度，すべり角：１６５度 【豊予海峡】 傾斜角：９０度，すべり角：１５０度 【別府地溝南縁】 傾斜角：北７５度，すべり角：-９０度

【別府湾断層帯】 傾斜角：南７５度，すべり角：-９０度

※４ 【敷地前面海域の断層群＋伊予セグメント】 傾斜角：北７５度，すべり角：１９５度 【豊予海峡】 傾斜角：９０度，すべり角：１５０度 【別府地溝南縁】 傾斜角：北７５度，すべり角：-９０度

【別府湾断層帯】 傾斜角：南７５度，すべり角：-９０度

地すべり津波

海域の活断層に想定される
地震に伴う津波

③海岬

５．重畳の検討 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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○地すべりに伴う津波の計算結果(最大水位変動量)を下表に整理する。３号炉敷地前面における最大水位上昇量は約6.5m，３号炉
海水取水口における最大水位下降量は約2.9m であった。

○最も厳しいケースにおける時刻歴水位を添付資料に示す。

計算結果
５．重畳の検討

検討ケース

一次評価地点

水位
上昇側

水位
下降側

一次評価
地点

海域の活断層に想定され
る地震に伴う津波

(敷地前面海域の断層群(中央構造
線断層帯：海域部)に想定される地震

に伴う津波)

地すべり津波

(伊予灘沿岸部の地すべりに
伴う津波) 時間差

(秒)
３号炉

敷地前面

３号炉
海水

取水口

３号炉
Ｔ／Ｂ
復水器

取水先端

３号炉
放水口

３号炉
海水

取水口
傾斜角※

(度)
すべり角※

(度)
地点

評価
手法

水
位

上
昇
側

重畳ケース
Ａ

３号炉
敷地前面 北75 165

④
(亀浦)

二層流
モデル

97
+5.79m

[-0.33m]
+3.42m

[-0.34m]
+2.47m

[-0.33m]
+2.87m

[-0.33m]

重畳ケース
Ｂ

３号炉
海水取水口 北85 165

④
(亀浦)

79
+5.79m

[-0.39m]
+3.84m

[-0.40m]
+2.18m

[-0.39m]
+2.90m

[-0.40m]

重畳ケース
Ｃ

３号炉
Ｔ／Ｂ復水器

取水先端
北80 165

⑤
(立神岩)

15
+6.50m

[-0.36m]
+3.81m

[-0.37m]
+2.59m

[-0.36m]
+3.07m

[-0.37m]

重畳ケース
Ｄ

３号炉
放水口 北85 165

⑤
(立神岩)

12
+6.44m

[-0.39m]
+3.83m

[-0.40m]
+2.54m

[-0.39m]
+3.07m

[-0.40m]

水
位

下
降
側

重畳ケース
Ｅ

３号炉
海水取水口 北75 195

③
(海岬)

71
-2.91m

[+0.34m]

下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース
[ ]内の数値は伊方発電所における地盤変動量(+が隆起，－が沈降)

重畳ケースＡ 傾斜角※ ：北75度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：④（亀浦），評価手法：二層流，時間差：97秒
重畳ケースＢ 傾斜角※ ：北85度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：④（亀浦），評価手法：二層流，時間差：79秒
重畳ケースＣ 傾斜角※ ：北80度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：15秒
重畳ケースＤ 傾斜角※ ：北85度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：12秒
重畳ケースＥ 傾斜角※ ：北75度，すべり角※ ：195度，地すべり地点：③（海岬），評価手法：二層流，時間差：71秒

※ 敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，別府－万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。
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約110秒

３.２ 海域活断層に想定
される地震に伴う津波

３.１ プレート境界付近に想定
される地震に伴う津波

４.２ 地すべりに伴う津波

４.１ 火山の山体崩壊に
伴う津波

５．重畳津波

最大水位上昇量・下降量
(評価地点及び波源別)

最高・最低水位
(評価地点及び波源別)

朔望平均満干潮位を考慮

６．基準津波

＜添付資料＞ pp.107-108参照

平成27年6月3日
まとめ資料再掲



６．基準津波の策定及び検証

107

６．基準津波の策定及び検証 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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全体構成

７．基準津波に対する安全性

８．超過確率の参照

１．既往津波に関する調査

２．津波伝播計算手法及び計算条件

３．地震に起因する津波

４．地震以外に起因する津波

６．基準津波の策定及び検証

「地震に起因する津波」，「地震以外に起因する津波」及び「重畳の検討」の検討結果を踏まえ，基準津波を策定

既往津波の文献調査による検証，行政機関による既往評価との比較

６．基準津波の策定及び検証

上昇側
・重畳津波（敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震＋伊予灘沿岸部の地すべり）・・・３ケース
・敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震に伴う津波・・・１ケース

下降側
・重畳津波（敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震＋伊予灘沿岸部の地すべり）・・・１ケース

５．重畳の検討

平成27年6月3日
まとめ資料再掲



最大水位上昇量・下降量
６．基準津波の策定及び検証

波源及び検討ケース

一次評価地点

水位上昇側 水位下降側

３号炉
敷地前面

３号炉
海水取水口

３号炉
Ｔ／Ｂ復水器

取水先端

３号炉
放水口

３号炉
海水取水口

１ プレート境界に想定される地震に伴う津波(南海トラフの巨大地震に伴う津波)

南海トラフの巨大地震に伴う津波
+0.83m 

［-0.84m］
+0.76m 

［-0.84m］
+0.76m 

［-0.84m］
+0.77m 

［-0.84m］
-0.86m 

［-0.84m］

２ 海域の活断層に想定される地震に伴う津波(敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯：海域部)に想定される地震に伴う津波)

傾斜角※：北75度 すべり角※：165度
+5.94m

[-0.33m]

傾斜角※：北85度 すべり角※：165度
+3.60m

[-0.40m]
+2.75m

[-0.40m]

傾斜角※：北80度 すべり角※：165度
+2.25m

[-0.36m]

傾斜角※：北75度 すべり角※：195度
-2.39m

[+0.34m]

４.１ 火山の山体崩壊に伴う津波(鶴見岳の山体崩壊に伴う津波)

崩壊ケース２ 二層流モデル
+0.94m

[±0.00m]
+0.91m

[±0.00m]
+0.90m

[±0.00m]
+0.90m

[±0.00m]
-0.71m

[±0.00m]

４ 地すべり津波(伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波)

② 海岬西 二層流モデル
+4.73m

[±0.00m]

③ 海岬 二層流モデル
+2.37m

[±0.00m]
+2.28m

[±0.00m]
-1.67m

[±0.00m]

④ 亀浦 二層流モデル
+1.64m

[±0.00m]

５．重畳津波(「敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯：海域部)に想定される地震に伴う津波」と「伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波」を重畳させた津波)

重畳ケースＣ
+6.50m

[-0.36m]
+2.59m

[-0.36m]

重畳ケースＢ
+3.84m

[-0.40m]

重畳ケースＤ
+3.07m

[-0.40m]

重畳ケースＥ
-2.91m

[+0.34m]

３.２ 海域活断層に想定
される地震に伴う津波

３.１ プレート境界付近に想定
される地震に伴う津波

４.２ 地すべりに伴う津波

４.１ 火山の山体崩壊に
伴う津波

５．重畳津波

最大水位上昇量・下降量
(評価地点及び波源別)

最高・最低水位
(評価地点及び波源別)

朔望平均満干潮位を考慮

６．基準津波

評価地点及び波源別の最大水位変動量を示しており，これ以外は空欄としている。[ ]内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起，－が沈降）

重畳ケースＢ 傾斜角※ ：北85度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：④（亀浦），評価手法：二層流，時間差：79秒
重畳ケースＣ 傾斜角※ ：北80度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：15秒
重畳ケースＤ 傾斜角※ ：北85度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：12秒
重畳ケースＥ 傾斜角※ ：北75度，すべり角※ ：195度，地すべり地点：③（海岬），評価手法：二層流，時間差：71秒

※ 敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，別府－万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。

P.40

P.55

P.71

P.93

P.106

109

平成27年6月3日
まとめ資料一部修正



最高・最低水位 (※ 前頁の値に朔望平均満干潮位を考慮)

○朔望平均満干潮位を考慮し，最高水位・最低水位を下表に示す。

６．基準津波の策定及び検証

波源及び検討ケース

一次評価地点

水位上昇側 水位下降側

３号炉
敷地前面

３号炉
海水取水口

３号炉
Ｔ／Ｂ復水器

取水先端

３号炉
放水口

３号炉
海水取水口

１ プレート境界に想定される地震に伴う津波(南海トラフの巨大地震に伴う津波)

南海トラフの巨大地震に伴う津波 T.P.+2.45m 
［-0.84m］

T.P.+2.38m 
［-0.84m］

T.P.+2.38m 
［-0.84m］

T.P.+2.39m 
［-0.84m］

T.P.-2.55m 
［-0.84m］

２ 海域の活断層に想定される地震に伴う津波(敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯：海域部)に想定される地震に伴う津波)

傾斜角※：北75度 すべり角※：165度 T.P.+7.56m
［-0.33m］

傾斜角※：北85度 すべり角※：165度 T.P.+5.22m
［-0.40m］

T.P.+4.37m 
［-0.40m］

傾斜角※：北80度 すべり角※：165度 T.P.+3.87m 
［-0.36m］

傾斜角※：北75度 すべり角※：195度 T.P.-4.08m 
［+0.34m］

４.１ 火山の山体崩壊に伴う津波(鶴見岳の山体崩壊に伴う津波)

崩壊ケース２ 二層流モデル T.P.+2.56m 
［±0m］

T.P.+2.53m 
［±0m］

T.P.+2.52m 
［±0m］

T.P.+2.52m 
［±0m］

T.P.-2.40m 
［±0m］

４ 地すべり津波(伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波)

② 海岬西 二層流モデル T.P.+6.35m 
［±0m］

③ 海岬 二層流モデル T.P.+3.99m 
［±0m］

T.P.+3.90m 
［±0m］

T.P.-3.36m 
［±0m］

④ 亀浦 二層流モデル T.P.+3.26m 
［±0m］

５．重畳津波(「敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯：海域部)に想定される地震に伴う津波」と「伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波」を重畳させた津波)

重畳ケースＣ T.P.+8.12m 
［-0.36m］

T.P.+4.21m 
［-0.36m］

重畳ケースＢ T.P.+5.46m 
［-0.40m］

重畳ケースＤ T.P.+4.69m 
［-0.40m］

重畳ケースＥ T.P.-4.60m 
［+0.34m］

３.２ 海域活断層に想定
される地震に伴う津波

３.１ プレート境界付近に想定
される地震に伴う津波

４.２ 地すべりに伴う津波

４.１ 火山の山体崩壊に
伴う津波

５．重畳津波

最大水位上昇量・下降量
(評価地点及び波源別)

最高・最低水位
(評価地点及び波源別)

朔望平均満干潮位を考慮

６．基準津波

評価地点及び波源別の最高水位・最低水位を示しており，これ以外は空欄としている。水位上昇側は朔望平均満潮位（T.P.+1.62m）を考慮し，水位下降側は朔望平均干潮位
（T.P.-1.69m）を考慮した値。 [ ]内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起，－が沈降）。下線：各一次評価地点における地盤変動量を考慮した最も厳しいケース。

重畳ケースＢ 傾斜角※ ：北85度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：④（亀浦），評価手法：二層流，時間差：79秒
重畳ケースＣ 傾斜角※ ：北80度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：15秒
重畳ケースＤ 傾斜角※ ：北85度，すべり角※ ：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：12秒
重畳ケースＥ 傾斜角※ ：北75度，すべり角※ ：195度，地すべり地点：③（海岬），評価手法：二層流，時間差：71秒

※ 敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，別府－万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。
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基準津波の策定
６．基準津波の策定及び検証

○既往津波の文献調査による検証，及び行政機関による既往評価との比較の結果，当社評価結果が安全側であることを確認している。

＜添付資料＞ pp.72-75参照

名称
波源及び

検討ケース

一次評価地点 二次評価地点

水位
上昇側

水位
下降側

水位
上昇側

水位
下降側

３号炉
敷地前面

３号炉
海水

取水口

３号炉
Ｔ／Ｂ
復水器

取水先端

３号炉
放水口

３号炉
海水

取水口

３号炉
海水
ピット

ポンプ室

３号炉
取水
ピット

３号炉
放水
ピット

３号炉
海水
ピット

ポンプ室

重畳津波 （「敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）に想定される地震に伴う津波」と「伊予灘沿岸部の地すべりに伴う津波」を重畳させた津波）

基準
津波１

重畳ケースＣ
T.P.+8.12m 
［-0.36m］

T.P.+4.21m 
［-0.36m］

T.P.+4.87m
[-0.36m]

基準
津波２

重畳ケースＢ
T.P.+5.46m 
［-0.40m］

基準
津波３

重畳ケースＤ
T.P.+4.69m 
［-0.40m］

基準
津波４

重畳ケースＥ
T.P.-4.60m 
［+0.34m］

T.P.-3.26m
[+0.34m]

海域の活断層に想定される地震に伴う津波 （敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）に想定される地震に伴う津波）

基準
津波５

傾斜角※:北85度
すべり角※：165度

T.P.+4.30m
[-0.40m]

T.P.+4.07m
[-0.39m]

３.２ 海域活断層に想定
される地震に伴う津波

３.１ プレート境界付近に想定
される地震に伴う津波

４.２ 地すべりに伴う津波

４.１ 火山の山体崩壊に
伴う津波

５．重畳津波

最大水位上昇量・下降量
(評価地点及び波源別)

最高・最低水位
(評価地点及び波源別)

朔望平均満干潮位を考慮

６．基準津波

各評価地点の最高水位・最低水位を示しており，これ以外は空欄としている。水位上昇側は朔望平均満潮位（T.P.+1.62m）を考慮し，水位下降側は朔望平均干潮位（T.P.-
1.69m）を考慮した値。[ ]内の数値は伊方発電所における地盤変動量（+が隆起，－が沈降）。

重畳ケースＢ 傾斜角※：北85度，すべり角※：165度，地すべり地点：④（亀浦），評価手法：二層流，時間差：79秒
重畳ケースＣ 傾斜角※：北80度，すべり角※：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：15秒
重畳ケースＤ 傾斜角※：北85度，すべり角※：165度，地すべり地点：⑤（立神岩），評価手法：二層流，時間差：12秒
重畳ケースＥ 傾斜角※：北75度，すべり角※：195度，地すべり地点：③（海岬），評価手法：二層流，時間差：71秒

※ 敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）のうち敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントのパラメータであり，別府－万年山断層帯は基準断層モデルと同じ。
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基準津波の策定
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６．基準津波の策定及び検証

基準津波の定義地点
（敷地の沖合い約2.5km，水深約47m）

伊方発電所

○基準津波定義地点における時刻歴水位は以下のとおり。

【基準津波１(水位上昇側)】

【基準津波２(水位上昇側)】

【基準津波３(水位上昇側)】

【基準津波４(水位下降側)】

【基準津波５(水位上昇側)】

-1.18m(T.P.-2.87m)

1.17m(T.P.+2.79m)

1.17m(T.P.+2.79m)

1.88m(T.P.+3.50m)

1.14m(T.P.+2.76m)

平成27年6月3日
まとめ資料再掲



７．基準津波に対する安全性
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７．基準津波に対する安全性 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



115

全体構成

８．超過確率の参照

１．既往津波に関する調査

２．津波伝播計算手法及び計算条件

３．地震に起因する津波

４．地震以外に起因する津波

５．重畳の検討

６．基準津波の策定及び検証

７．基準津波に対する安全性

取放水設備の水理特性を考慮した水位変動
施設評価等に用いる水位（海水ピット内の最高・最低水位等）を
管路解析により設定

砂移動に対する評価
非常用海水冷却系について，土砂移動・堆積に対して取水口及び
取水路の通水性が確保されることを確認

７．基準津波に対する安全性 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



７．１ 水路の水理特性による水位変動

７．２ 砂移動に対する評価
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７．基準津波に対する安全性 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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７．基準津波に対する安全性

項 目 計算条件

計算領域
海水系取水路 ：海水取水口～海水取水路～海水ピット
循環水系取水路 ：T/B復水器取水先端～取水路～取水ピット
放水路 ：放水口～放水路～放水ピット

計算時間間隔 0.1秒

基礎方程式 非定常管路流の連続式および運動方程式

境界条件

海水系取水量（海水ピット） 循環水系取水量（取水ピット） 放水量（放水ピット）
海水ポンプ2台・海水取水ポンプ0台運転 4,800 m3/h 循環水ポンプ運転中 226,000 m3/h 循環水ポンプ運転中 230,800 m3/h
海水ポンプ2台・海水取水ポンプ1台運転 5,500 m3/h 循環水ポンプ停止中 0 m3/h 循環水ポンプ停止中 4,800 m3/h
海水ポンプ4台・海水取水ポンプ0台運転 9,600 m3/h

水路の
摩擦損失係数

マニングの粗度係数
海水系取水路，循環水系取水路 ：0.025m-1/3s （貝付着あり），0.015m-1/3s （貝付着なし）
放水路 ：0.015m-1/3s

局所損失係数 土木学会(1999)等

潮位変動条件
水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.+1.62m
水位下降側：朔望平均干潮位T.P.-1.69m

地盤変動条件 地盤変動を考慮

計算時間 津波計算と同時間 （海域活断層，重畳：5時間，地すべり：90分）

① 管水路（海水取水路，循環水系取水路，放水路）の連続式および運動方程式

・連続式

・運動方程式
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t：時間，Q:流量，v：管路の流速，A：流水断面積， x：管底に沿った座標，
H：圧力水頭＋位置水頭（管路の場合），位置水頭（開水路の場合），n：マニングの粗度係数，
g：重力加速度，R：径深，Δx：管路の流れ方向の長さ，f：局所損失係数

Q
dt

dH
A P

P 

Hp：水槽内の位置水頭，Ap：水槽の平面積（水位の関数となる）
Q：水槽への流入出量

○管路解析の計算条件は下表のとおり。
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水路の水理特性による水位変動

② 水槽（海水ピット，取水ピット，放水ピット）の連続式

平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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７．基準津波に対する安全性

① 海水系取水路

 凡例 
2 1 1 

2 3 4 5 

池番号 
節点番号 

管路 * 
管長 L=*.***[m] 

管路諸量 

*.***m 3 /s 

：管路 

：節点 

：ポンプ 

：池(取水槽) 

：外海(水位境界) 

：流れ方向と流量 

：堰(角落し) 

：フラップゲート 

：スクリーン 

○解析モデルは下図のとおり。

・スクリーンありの場合

＜海水ピット堰なしの場合＞

＜海水ピット堰ありの場合＞

・スクリーンなしの場合

 

屈折(鉛直方向) 
曲がり(水平方向) 

屈折(鉛直方向) 
2 

1 
1 

2 

6 7 

3 

8 

4 

9 

5 

3 

管路 1 

L=25.000 

管路 2 
L=13.014 

管路 3 
L=8.000 

管路 4 
L=25.000 

管路 5 
L=13.014 

管路 6 
L=8.000 

流出 

*.***m 3 /s 
10 

11 

12 

14 

13 

15 

16 

4 

海水ピット堰 

フラップゲート 

スクリーン 

流入 

角落し室 スクリーン室 ポンプ室 

ポンプ取水量 

海水 2台・海水取水 0台：1.333m3/s 

海水 2台・海水取水 1台：1.528m3/s 

海水 4台・海水取水 0台：2.667m3/s 

貝付着 

有り：内空断面寸法から貝代 10cm を減じる。粗度係数は損失水頭表参照。 

無し：内空断面寸法から貝代を減じない。粗度係数は損失水頭表参照。 

 

屈折(鉛直方向) 

1 
6 7 

8 5 

4 

1 
3 

管路 2 

管路 3 
L=8.000 

管路 4 
L=25.000 

管路 5 
L=13.014 

管路 6 
2 9 L=8.000 

10 

L=13.014 
2 管路 1 

L=25.000 
流入 

屈折(鉛直方向) 
曲がり(水平方向) 

*.***m 3 /s 

流出，スクリーン 

ポンプ取水量 

海水 2台・海水取水 0台：1.333m3/s 

海水 2台・海水取水 1台：1.528m3/s 

海水 4台・海水取水 0台：2.667m3/s 

貝付着 

有り：内空断面寸法から貝代 10cm を減じる。粗度係数は損失水頭表参照。 

無し：内空断面寸法から貝代を減じない。粗度係数は損失水頭表参照。 

＜海水ピット堰なしの場合＞

＜海水ピット堰ありの場合＞

 

屈折(鉛直方向) 
曲がり(水平方向) 

1 

屈折(鉛直方向) 

1 

2 

2 

3 
管路 1 

L=25.000 

6 
管路 

7 
2 

L=13.014 

8 

流入 

4 

9 

5 

3 

管路 3 
L=8.000 

管路 4 
L=25.000 

管路 5 
L=13.014 

管路 6 
L=8.000 

流出 

*.***m 3 /s 
10 

11 

12 

14 

13 

フラップゲート 

ポンプ取水量 

海水 2台・海水取水 0台：1.333m3/s 

海水 2台・海水取水 1台：1.528m3/s 

海水 4台・海水取水 0台：2.667m3/s 

貝付着 

有り：内空断面寸法から貝代 10cm を減じる。粗度係数は損失水頭表参照。 

無し：内空断面寸法から貝代を減じない。粗度係数は損失水頭表参照。 

海水ピット堰 

 

屈折(鉛直方向) 

1 
6 7 

8 5 

4 

1 
3 

管路 2 

管路 3 
L=8.000 

管路 4 
L=25.000 

管路 5 
L=13.014 

管路 6 

流出 

2 9 L=8.000 
10 

L=13.014 
2 管路 1 

L=25.000 
流入 

屈折(鉛直方向) 
曲がり(水平方向) 

*.***m 3 /s 

ポンプ取水量 

海水 2台・海水取水 0台：1.333m3/s 

海水 2台・海水取水 1台：1.528m3/s 

海水 4台・海水取水 0台：2.667m3/s 

貝付着 

有り：内空断面寸法から貝代 10cm を減じる。粗度係数は損失水頭表参照。 

無し：内空断面寸法から貝代を減じない。粗度係数は損失水頭表参照。 

水路の水理特性による水位変動
平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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７．基準津波に対する安全性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

18 

9 8 7 

管路 1 

3号取水槽 

6 

2 

4 

5 

1 

3 

6 

4 

5 

3号取水口 

10 

12 

13 

14 
15 16 17 

曲がり(鉛直方向) 

 

曲がり(水平方向) 
漸拡，ピア 

流入 

屈折(鉛直方向) 

3 11 

曲がり(鉛直方向)，

漸縮， 

管路 6 

管路 2 管路 7 

管路 3 

管路 8 

管路 4 

管路 9 

管路 5 

管路 10 

2 

貝付着 

有り：内空断面寸法から貝代 5cmを減じる。粗度係数は損失水頭表参照。 

無し：内空断面寸法から貝代を減じない。粗度係数は損失水頭表参照。 

循環水ポンプ運転状態 

運転中：62.778m3/s 

停止中：0m3/s 

スクリーン損失 

なし：流出 

あり：流出，スクリーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 
1 

2 

3 
4 

8 

2 

5 6 

流入 

 

屈折(水平方向) 

 

屈折(水平方向) 

 

3号放水口 

管路 1 

漸縮 

 
管路 2 

管路 5 
管路 6 

曲がり(鉛直方向) 

 

管路 3 

3 4 

6 7 

8 9 

流出 

 

管路 7 

=管路 1 

管路 13 

=管路 1 

管路 19 

=管路 1 

管路 8 

=管路 2 

管路 14 

=管路 2 

管路 20 

=管路 2 

管路 9 

=管路 3 

管路 15 

=管路 3 

管路 21 

=管路 3 

管路 11 

=管路 5 

管路 17 

=管路 5 

管路 23 

=管路 5 

管路 12 

=管路 6 

管路 18 

=管路 6 

管路 24 

=管路 6 

10 
11 12 13 17 14 15 
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16 

27 

36 

7 

管路 4 

管路 10 

=管路 4 

管路 16 

=管路 4 

管路 22 

=管路 4 

ケーソン入口 

 

5 

9 

3号放水ピット 

20 

18 

29 

38 

貝付着 

有り：内空断面寸法から貝代 3cmを減じる。粗度係数は損失水頭表参照。 

循環水ポンプ運転状態 

運転中：64.111m3/s 

停止中：1.333m3/s 

② 循環水系取水路 ③ 放水路

 

2 
1 

凡例 
1 

2 3 4 5 

節点番号 

管路諸量 

：管路 

：節点 

：ポンプ 

：池(取水槽，角落し部) 

：外海(水位境界) 

：流れ方向と流量 

池番号 

*.***m3/s 

：断面変化点(鉛直管) 

管長 

* 管路 

L=*.***(m) 

 

：節点  ：池（放水ピット） 

 

：ポンプ  ：外海（水位境界） 

 

：管路  ：断面変化点 

 

  ：流れ方向と流量 

凡例 
2 1 

1 
2 3 4 5 

*.***m3/s 

節点番号 

 
管路諸量 

 

管路* 

管長 L=*.*** 
池番号 

 

水路の水理特性による水位変動
平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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○以上の結果を踏まえて，施設評価等の詳細については，耐津波設計において取り扱うこととする。

水路の水理特性による水位変動
７．基準津波に対する安全性

管路解析の計算結果 ： ＜添付資料＞ pp.76-85参照

○敷地前面における基準津波による最高水位は，朔望平均満潮位を考慮すると T.P.+8.1m程度である。重要な安全機能を有する施
設を内包する建屋及び重要な安全機能を有する屋外設備である海水ポンプを設置しているエリアの周辺敷地高さは T.P.+10mであ
り，地盤変動を考慮しても，基準津波による遡上波に対して影響を受けるおそれはない。

○海水ピットポンプ室での最高水位はT.P.+4.30m，最低水位はT.P.-3.26mである。重要な安全機能を有する屋外設備である海水ポ
ンプを設置しているエリアには，浸水防止設備として水密扉，水密ハッチ及び床ドレンライン逆止弁の設置及び貫通部止水処置を実
施していることから，地盤変動を考慮しても，津波が流入することはない。

また，海水ポンプの取水可能水位は T.P.-4.10m であることから，地盤変動を考慮しても，海水ポンプの取水性に影響を及ぼすこ
とはない。

○取水ピット及び放水ピットでの最高水位はT.P.+4.87m及びT.P.+4.07mである。流入経路となる高さは，取水ピットにおいて電気ケー
ブルダクトのT.P.+5.9m，放水ピットにおいて側壁貫通部のT.P.+7.0mであることから，地盤変動を考慮しても，津波が流入すること
はない。

海水ピット堰の概要 ： 次頁参照

平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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海水ピット堰(津波防護施設)の概要
７．基準津波に対する安全性

○取水可能水位を下回る時間においても，海水ポンプの継続運転が可能なよう，海水ピット内に開閉式のゲート(フラップゲート)を
有する海水ピット堰※を設置する。

図3 海水ピット堰内の水位変動イメージ図

①，② ③

④ ⑤

⑥

 ｘ(ピット底面からの高さ) 

ｔ(経過時間) 

海水ポンプ取水最低水位 

Ｔ 
０ 

地震発生 引き津波到来 

朔
望
平
均
干
潮
面 

 (T.P.-1.69m) 
3.81m 

(T.P.-4.1m) 
1.4m 

:海水ピット堰内水位 
:潮位 

海
水
ピ
ッ
ト
堰
高
さ 

① ② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

 (T.P.-1.4m) 
4.1m 

 (T.P.-5.5m) 
0m 

 

フラップゲート仕様 
○幅 ：404 mm 
○高さ：1,050 mm 
○枚数：4 枚 

海水ピット堰仕様 
○幅 ：2,750 mm 
○高さ：4,100 mm 
○重量：4,900 kg 

海側 海水ポンプ側 

図1 海水ピット堰外観および仕様

海水ピット堰

B系統

A系統

海水ポンプA

海水ポンプB

海水ポンプC

海水ポンプD

約13m

約29m

（海水ピット平面積：98.2m2/系統）

溝

溝

(海水ピット有効面積：196.5m２)

海水ピット内

図2 海水ピット平面図および海水ピット堰設置場所

海水ピット堰仕様
○幅 ：2,750 mm
○高さ ：4,100 mm
○重量 ：4,900 kg
○個数 ：２個

※ H26/3/6審査会合時点では，海水ポンプの取水可能水位を下回らないため「津波影響軽減施設」としていた海水ピット堰を「津波防護施設」に格上げ

フラップゲート仕様
○幅 ：404 mm
○高さ ：1,050 mm
○枚数：４枚

平成27年6月3日
まとめ資料再掲



７．１ 水路の水理特性による水位変動

７．２ 砂移動に対する評価
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７．基準津波に対する安全性 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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○ 数値シミュレーションは，藤井ほか(1998)及び高橋ほか(1999)の手法に基づき，津波の挙動とそれに伴う砂移動を同時に計算し，

その結果変化した地形を用いて次のステップの流れと水位を逐次計算した。

○ 数値シミュレーションに用いた砂の堆積範囲および堆積層厚については，敷地造成前に実施した敷地前面の海上ボーリング調査結果

から得られた砂の堆積層厚（0～23m）を参考とし，下図の範囲（東西約10km，南北約5km）に堆積層厚25mが一様に分布していると

仮定した。

伊方発電所

伊方発電所

約10km

約5km

計算条件

「津波による海底地形変化に関する研究」,藤井直樹・大森政則・高尾誠・金山進・大谷英夫，海岸工学論文集，45，376-380，1998
「掃流砂層・浮遊砂層間の交換砂量を考慮した津波移動床モデルの開発」,高橋智幸・首藤伸夫・今村文彦・浅井大輔，海岸工学論文集，46，606-610，1999

７．基準津波に対する安全性 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



○ 数値シミュレーションに用いた堆積砂の平均粒径及び土粒子の比重については，伊方３号炉敷地造成前の昭和５７年６月から昭和５
７年８月にかけて実施した海上ボーリング調査の結果を用いて設定した。海上ボーリング調査の結果（堆積砂の中央粒径及び土粒子
の比重）を下表に示す。

○ 堆積砂の平均粒径は，中央粒径D50の平均値として0.27mmと評価した。土粒子の比重については平均値として2.9と評価した。

○ 試験は，国の定めるＪＩＳ（日本工業規格）に基づき，「土の粒度試験方法（ＪＩＳ Ａ １２０４）」 及び 「土粒子の比重試験方法（ＪＩＳ Ａ １
２０２；１９９０年に 「土粒子の比重試験」 から 「土粒子の密度試験」 に名称変更）」 を実施している。試験方法の詳細は各ＪＩＳ及び
「地盤材料試験の方法と解説」（（社）地盤工学会，２００９）に依るが，データシートの例を次頁に示す。

計算条件

129

調査地点
深度
（m）

中央粒径
D50
（mm）

土粒子の
比重

S57.7 C-1 4.15～4.45 0.45 2.983
S57.8 C-2 0.00～1.00 0.57 2.807

S57.7 C-5

6.15～6.45 0.17 2.948
6.50～7.00 0.16 2.953
7.15～7.45 0.19 2.947

S57.7 C-7

0.15～0.45 0.65 2.838

0.50～1.00 0.24 2.848

1.15～1.45 0.62 2.905

1.50～2.00 1.00 2.885

2.15～2.45 0.6 2.864

2.50～3.00 0.44 2.894

3.15～3.45 0.70 2.885

3.50～4.00 0.72 欠測

3.50～4.00 0.19 2.878

4.15～4.45 0.48 2.838

4.50～5.00 0.52 2.88

5.15～5.45 0.39 2.828

5.50～6.00 0.25 2.828

6.15～6.45 0.15 2.802

6.50～7.00 0.15 2.835

7.05～7.90 0.13 2.824

8.15～8.45 0.10 2.836

8.50～9.00 0.13 2.841

9.05～9.75 0.12 2.851

10.15～10.45 0.085 2.807

調査地点
深度
（m）

中央粒径
D50
（mm）

土粒子の
比重

S57.7 C-7

10.50～11.00 0.085 2.884

11.15～11.45 0.075 2.862

11.50～12.00 0.067 2.919

12.15～12.45 0.075 2.872

12.50～13.00 0.057 2.934

13.15～13.45 0.083 2.908

13.50～14.00 0.14 2.935

14.20～15.00 0.15 2.906

15.15～15.45 0.16 2.917

15.50～16.00 0.17 2.929

16.15～16.45 0.18 2.924

16.50～17.00 0.15 2.931

17.15～17.45 0.21 2.924

17.50～18.00 0.17 2.925

18.15～18.45 0.22 2.917

18.50～19.00 0.21 2.923

19.15～19.45 0.22 2.917

19.50～20.00 0.22 2.927

20.15～20.45 0.32 2.934

20.50～21.00 0.18 2.926

21.15～21.45 0.26 2.933

21.50～22.00 0.25 2.938

22.15～22.45 0.25 2.936

22.50～23.00 0.23 2.932

C-1

C-5
C-7

C-2

海上ボーリング地点位置図

C-3

C-10

C-8

C-9

C-6

C-4

粒径が砂以下の試料(岩盤や礫を除く試料)について整理(C-3,C-4,C-6,C-8,C-9,C-10では全深度で岩盤や礫のみが出現する)。

７．基準津波に対する安全性 平成27年6月3日
まとめ資料再掲





８．超過確率の参照
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８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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全体構成
１．既往津波に関する調査

２．津波伝播計算手法及び計算条件

３．地震に起因する津波

４．地震以外に起因する津波

５．重畳の検討

６．基準津波の策定及び検証

７．基準津波に対する安全性

８．超過確率の参照

日本原子力学会（2012）及び土木学会（2011）に基づき，津波ハザード評価を実施

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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評価方針

○津波水位の超過確率については，「日本原子力学会標準 原子力発電所に対する津波を起因とした確率論的リスク評価に関する
実施基準：2011」(日本原子力学会，2012)(以下，「日本原子力学会(2012)」という。)に基づき，中央構造線断層帯に係る
事項に関しては専門家活用水準２※として，その他の事項については専門家活用水準１※として津波ハザード評価を実施する。

○津波ハザード評価における不確実さについては，日本原子力学会(2012)及び「確率論的津波ハザード解析の方法」(土木学会，
2011)(以下，「土木学会(2011)」という。)に基づき，以下のとおり取り扱う。

○ロジックツリーは，土木学会(2011)を参考とし，2011年東北地方太平洋沖地震後の知見を反映して設定する。

不確実さ 津波評価における扱い

偶然的
不確実さ

現実に存在しているが，現状では予測不
可能と考えられるもの

津波高さの確率分布として
表現する。

認識論的
不確実さ

研究が進展すれば確定できるが現状では
予測不可能なもの

ロジックツリーの分岐として
選定する。

確率論的津波ハザード評価における不確実さの取扱い

※ 専門家活用水準２：津波ハザードの不確実さへの影響が比較的大きく，重要項目に対する専門家意見が分かれることを想定し，TIがモデル提案者及び関連する専門家
と接触してその見解及び根拠を聴取するか，又はそれらの専門家を一同に集めての討論などを通じて，モデルの改善及び絞り込みを行い，コミュニティ分布を評価して，
ロジックツリーを作成する。

専門家活用水準１：津波ハザードの不確実さへの影響が比較的小さい水準を想定し，TIが文献レビュー及び自らの経験に基づきコミュニティ分布(科学者集団が総合的
に評価する時点での不確実さの客観的分布)を評価し，ロジックツリーを作成する。

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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評価手順

○日本原子力学会(2012)を参考に，以下の手順で評価を実施する。

①津波発生モデルの設定
・津波発生領域
・断層モデル
・マグニチュード範囲
・地震の発生確率
・連動の設定
・ロジックツリー分岐項目設定

②津波発生・伝播の数値モデルの設定
・海底地殻変動モデル
・津波海域伝播モデル
・ロジックツリー分岐項目設定

③ロジックツリーの作成と数値計算
※ 数値計算の計算手法・条件は確定論と同じ

④津波ハザード曲線の作成

⑤フラクタイル曲線の作成

⑥入力津波水位に対する超過確率の算定

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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検討対象波源

海域活断層に想定される地震に伴う津波

断層モデルの設定

(3)敷地前面海域の断層群
(中央構造線断層帯：海域部)

の地震に伴う津波

(4)その他の活断層に想定さ
れる地震に伴う津波

ロジックツリーの分岐項目の設定

個々のシナリオにおける
津波水位中央値の算出

個々のシナリオにおける
津波水位ハザード曲線の作成

断層モデルの設定

ロジックツリーの分岐項目の設定

個々のシナリオにおける
津波水位中央値の算出

個々のシナリオにおける
津波水位ハザード曲線の作成

断層モデルの設定

ロジックツリーの分岐項目の設定

個々のシナリオにおける
津波水位中央値の算出

個々のシナリオにおける
津波水位ハザード曲線の作成

検討対象波源の抽出

※地すべりに伴う津波については，発生頻度を設定することが難しいため，評価に含めていない。
※領域震源モデルに基づく評価については，超過確率に与える影響が小さいことを確認しており，評価に含めていない。

プレート境界付近に想定される地震に伴う津波

(1)南海トラフの巨大地震に伴
う津波

(2)南海トラフから南西諸島ま
での領域を対象とした津波

断層モデルの設定

ロジックツリーの分岐項目の設定

個々のシナリオにおける
津波水位中央値の算出

個々のシナリオにおける
津波水位ハザード曲線の作成

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



(1)南海トラフの巨大地震に伴う津波

波源モデル 発生年 規模

昭和南海
相田モデル

1946 Mw8.4

安政南海
相田モデル

1854 Mw8.5

宝永南海
相田モデル

1707 Mw8.6

中央防災会議
想定東南海+南海地震モデル

- Mw8.7

中央防災会議
想定東海+東南海+南海地震モデル

- Mw8.8

内閣府検討会
ケース⑤

- Mw9.1

内閣府検討会
ケース⑪

- Mw9.1

【昭和南海 相田モデル】 【安政南海 相田モデル】 【宝永南海 相田モデル】

136

○昭和南海，安政南海，宝永南海及び国の評価モデルを設定する。
○国の評価モデルについては，中央防災会議及び内閣府検討会の
モデルを設定する。

○破壊の時間差については，敷地の津波高さに与える影響が小さ
いため，考慮しない。

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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(1)南海トラフの巨大地震に伴う津波

中央防災会議（2003）による断層面 中央防災会議（2003）による断層面

※ 中央防災会議については，南海地震の震源域を含む「想定東南海+南海地震モデル」及び「想定東海+東南海+南海地震モデル」を採用した。

【内閣府検討会 ケース⑤】 【内閣府検討会 ケース⑪】

※ 内閣府検討会については，伊方発電所における最高水位が大きいケース⑤とケース⑪を採用した。

【中央防災会議 想定東南海+南海地震モデル】 【中央防災会議 想定東海+東南海+南海地震モデル】

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
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(1)南海トラフの巨大地震に伴う津波

発生確率

更新過程 116.9年間隔

時間予測モデル 88.2年間隔

○更新過程に基づく発生確率

「南海トラフの地震活動の長期評価(第二版)」(地震調査委員会，2013))に基づき，地震の見落としがないと思われる1361年
以降に発生した1946年の昭和南海地震までの計6地震の活動間隔の平均値から平均活動間隔を116.9年と設定した。

○時間予測モデルに基づく発生確率

「南海トラフの地震活動の長期評価(第二版)」(地震調査委員会，2013))に基づき，1946年の昭和南海地震の規模がそれま
でのものと比較して小さかったことから，次の南海地震までの間隔が短くなるとして，時間予測モデルを適用し，発生間隔を88.2年
と設定した。

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



139

(1)南海トラフの巨大地震に伴う津波

昭和南海
相田モデル

安政南海
相田モデル

宝永南海
相田モデル

W=1/4

想定東南海+南海地震モデル

想定東海+東南海+南海地震モデル

中央防災会議

ケース⑤

ケース⑪

内閣府検討会

W=1/4

W=1/4

W=1/5

W=1/20

W=1/2

W=1/2

W=1/2

W=1/2

Mw8.4

Mw8.5

Mw8.6

Mw8.7

Mw8.8

Mw9.1

Mw9.1

W=1

W=1

W=1

W=1

W=1

W=1

W=1

波源モデル 地震規模 発生確率

時間予測モデル
88.2年間隔

更新過程
116.9年間隔

W=2/3

W=1/3

※中央防災会議については，南海地震の震源域を含む「想定東南海+南海地震モデル」及び「想定東海+東南海+南海地震モデル」を，
内閣府検討会は，伊方発電所における最高水位が大きいケース⑤とケース⑪をそれぞれ採用した。

※地震調査委員会(2013)に基づき
時間予測モデル(88.2年)及び更新
過程(116.9年)を設定。

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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(1)南海トラフの巨大地震に伴う津波

津波予測値のバラツキ

W=0.10

津波高さ推定

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.25

κ=1.55

W=0.30

W=0.45

W=0.15

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

経過時間分布のバラツキ α=0.3

α=0.4

α=0.2

W=0.45

W=0.30

W=0.25

バラツキ 正規分布の打ち切り

バラツキ
経過時間

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



(2)南海トラフから南西諸島までの領域を対象とした津波
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【ケース１(瞬時破壊，Mw9.0)】

○基準津波の評価に用いたMw9.0モデルを設定する。
○破壊の時間差については，敷地の津波高さに与える影響が小さいため，考慮しない。

８．超過確率の参照

南西諸島
ケース１（瞬時破壊）

W=1

Mw9.0

W=1
波源モデル 地震規模 発生確率

年間歪み量6cm

（カップリング率1.0）

W=1

※ 発生確率は，すべり量と年間歪み量から平均発生間隔を求める。

津波予測値のバラツキ

W=0.10

津波高さ推定

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.25

κ=1.55

W=0.30

W=0.45

W=0.15

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

バラツキ 正規分布の打ち切り

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

平成27年6月3日
まとめ資料再掲



(3)敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震に伴う津波

活動区間(波源モデル) 規模

54km単独ケース Mw7.34

石鎚山北縁西部-伊予灘
連動ケース

Mw7.66

敷地前面海域の断層群(中央構
造線断層帯：海域部)連動ケース

Mw7.78

54km単独ケース

石鎚山北縁西部-伊予灘連動ケース
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敷地前面海域の断層群(54km)

敷地前面海域の断層群(54km) 伊予セグメント(33km) 川上セグメント(39km)

敷地前面海域の断層群(中央構造線断層帯：海域部)連動ケース

別府-万年山断層帯
(大分県(2013)を踏まえて設定)

敷地前面海域の断層群(54km) 伊予セグメント(33km)

※ Mwは武村（1998）に基づき算定

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



５４ｋｍ
単独ケース

石鎚山北縁西部-

伊予灘連動ケース

敷地前面海域の断

層群(中央構造線断

層帯：海域部)連動

ケース

W=1/16

W=3/16

W=3/4

北傾斜75度

1000年間隔・16世紀

1400年間隔・16世紀

2500年間隔・16世紀

2900年間隔・16世紀

2500年間隔 ポアソン過程

2900年間隔 ポアソン過程

90度

北傾斜40度

北傾斜30度

南傾斜75度

W=1/8

W=1/8

W=3/16

W=6/16

W=3/16

W=1

北傾斜75度

90度

南傾斜75度

W=1/4

W=2/4

W=1/4

北傾斜75度

90度

南傾斜75度

W=2/4

W=1/4

W=1/4

7.34

7.66

7.78

W=1

W=1

活動区間 傾斜角 Mw 発生確率

W=1/4

W=1/4

W=1/4

W=1/4

1000年間隔・16世紀

1400年間隔・16世紀

2500年間隔・16世紀

2900年間隔・16世紀

W=1/4

W=1/4

W=1/4

W=1/4

W=1/2

W=1/2

※断層の発生間隔・発生確率等の諸元は，地震調査委員会に基
づき設定。
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※傾斜角は確定論を参考に基準±15度とした。５４ｋｍ単独ケースについては，地質境界断層としての中央構造線の傾斜角も想定し北傾斜30°～
40°を想定した。

（1）敷地前面海域（54km単独ケース）は，海域部の評価としては平
均活動間隔を2500-2900年と設定し，最新活動時期は不明のため
ポアソン過程を採用。

（2）連動ケースについては，敷地前面海域（54km区間）東側の陸域
部のセグメントを含むため，当該セグメントの平均活動間隔（1000-
1400年）も採用し，最新活動時期は16世紀を採用。

８．超過確率の参照

(3)敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震に伴う津波
平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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津波予測値のバラツキ

W=0.10

津波高さ推定

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.25

κ=1.55

W=0.30

W=0.45

W=0.15

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

経過時間分布のバラツキ α=0.3

α=0.4

α=0.2

W=0.45

W=0.30

W=0.25

バラツキ 正規分布の打ち切り

バラツキ

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

経過時間

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

すべり角に関する不確かさ 180度

195度

165度

W=1/3

W=1/3

W=1/3

すべり角

数値計算に関する

不確かさ

10.0m2/s

0.0m2/s

W=1/2

W=1/2

渦動粘性係数

※すべり角は確定論を参考に基準±15度とした。

※渦動粘性係数は確定論を参考に10.0m2/s・0.0m2/sの分岐を設定した。

すべり角に関する不確かさ 180度

195度

165度

W=1/3

W=1/3

W=1/3

すべり角

数値計算に関する

不確かさ

10.0m2/s

0.0m2/s

W=1/2

W=1/2

渦動粘性係数

※すべり角は確定論を参考に基準±15度とした。

※渦動粘性係数は確定論を参考に10.0m2/s・0.0m2/sの分岐を設定した。

津波予測値のバラツキ

W=0.10

津波高さ推定

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.25

κ=1.55

W=0.30

W=0.45

W=0.15

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

経過時間分布のバラツキ α=0.3

α=0.4

α=0.2

W=0.45

W=0.30

W=0.25

バラツキ 正規分布の打ち切り

バラツキ

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

経過時間

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

８．超過確率の参照

(3)敷地前面海域の断層群（中央構造線断層帯：海域部）の地震に伴う津波
平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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(4)その他の活断層に想定される地震に伴う津波

名称 長さ(km) Mw

地震本部地震調査委員会の地震動予測地図に基づく活断層

宇部南方沖断層帯 22 6.8

宇部南東沖断層帯 16 6.6

姫島北西沖断層帯 18 6.7

当社調査結果等に基づく活断層

F21断層 22 6.8

伊予西沖断層 14 6.5

ＦＳ－３断層群 41.5 7.2

ＦＳ－４断層群 25.9 6.9

Ｆ－１断層群 6.8 6.5

Ｆ－２断層群 12.8 6.5

Ｆ－３断層群 33.4 7.1

Ｆ－４断層群 40.1 7.2

Ｆ－５断層群 11.1 6.5

Ｆ－６断層群 7.7 6.5

Ｆ－７断層群 14.2 6.6

Ｆ－９断層群 15.0 6.6

Ｆ－１５断層群 48.3 7.3

Ｆ－１６断層群 32.1 7.0

ＦＨ－１～ＦＨ－２断層群 36.7 7.1

ＦＨ－３断層群 28.0 7.0

ＦＨ－５断層群 14.6 6.6

ＦＨ－６断層群 8.4 6.5

ＦＨ－７断層群 24.6 6.9

左図のうち海域に分布する下表の活断層を対象とする。

○確率論的津波ハザード解析の方法(土木学会，2011)に基づき，最も津波が大きくなるケース(傾斜角・すべり角)で計算を実施し，
以下の式によりスクリーニングを実施している。

○スクリーニングの結果，FS-3断層群，F-4断層群，F-15断層群及びF-16断層群以外の断層については，敷地への影響が小さく，
除外可能と判断された。

:評価対象となる水位（-4.10m：海水ポンプの取水可能水位より設定）
:数値シミュレーションにより計算された津波高さ
:津波高さのばらつき（＝1.55）

※ Mwは武村（1998）に基づき算定

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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(4)その他の活断層に想定される地震に伴う津波

地震調査研究推進本部による地震動
予測地図の示す海域活断層および当
社調査等に基づく海域活断層

W=1/3

地震発生モデルに関する分岐

Lkm Mw
0.32m/1000年

1m/1000年

0.1m/1000年

W=1/3

W=1/3

W=1
W=1 W=1

対象とする活断層 断層長さ 地震規模

※ 短い断層については，地震規模Mw6.5として評価する。

W=1/3

0.032m/1000年

0.1m/1000年

0.01m/1000年

W=1/3

W=1/3

F-15断層群，F-16断層群(※2)

活動度

※1 土木学会（2011）の「活動度に関して有力な情報がないとき」
として設定。

※2 土木学会（2011）の「平均発生間隔が既知の場合」として設
定。音波探査の結果，中央構造線断層帯よりはるかに活動
度が低いことを確認している（平成25年10月30日審査会合資
料1-3）

FS-3断層群，F-4断層群(※1)

津波発生モデルに関する分岐

北

90度

南

落ちの方向 傾斜角 すべり角

W=1/2

W=1/2 P軸102度で求まる角度(基準)

基準-15度

基準+15度

W=2/4

W=1/4

W=1/4

W=2/4

※ 傾斜角及びすべり角は中央構造線断層帯及び別府-万年山断層帯を参考に基準±15度とした。
※ F-15断層群及びF-16断層群のすべり角については，音波探査の記録を踏まえ，中央構造線断層帯

と同等として設定。

北傾斜75度

南傾斜75度

W=1/4

W=1/4

数値計算に関する

不確かさ

10.0m2/s

0.0m2/s

W=1/2

W=1/2

渦動粘性係数

※渦動粘性係数は確定論を参考に10.0m2/s・0.0m2/sの分岐を設定した。

津波予測値のバラツキ

W=0.10

津波高さ推定

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.25

κ=1.55

W=0.30

W=0.45

W=0.15

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

±2.3σ

打ち切りなし

W=0.75

W=0.25

バラツキ 正規分布の打ち切り

※ 重みは，土木学会において実施したアンケート調査結果に基づき決定した。

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲



評価結果(平均ハザード曲線)
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８．超過確率の参照
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津波の高さ(m)

基準津波定義地点

波源全てC級 前面海域 その他の断層C級 南海トラフ 琉球海溝

T.P.+3.50m

波源すべて

南海トラフの巨大地震に伴う津波

南海トラフから南西諸島までの
領域を対象とした津波

その他の活断層に想定される
地震に伴う津波

敷地前面海域の断層群
(中央構造線断層帯：海域部)
の地震に伴う津波

※ 潮位を考慮
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波源全てC級 前面海域 その他の断層C級 南海トラフ 琉球海溝

T.P.-2.87m

※ 潮位を考慮

波源すべて

南海トラフの巨大地震に伴う津波

南海トラフから南西諸島までの
領域を対象とした津波

その他の活断層に想定される
地震に伴う津波

敷地前面海域の断層群
(中央構造線断層帯：海域部)
の地震に伴う津波
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津波の高さ(m)

３号護岸前面

波源全てC級 前面海域 その他の断層C級 南海トラフ 琉球海溝

T.P.+8.12m

※ 潮位を考慮

波源すべて

南海トラフの巨大地震に伴う津波

南海トラフから南西諸島までの
領域を対象とした津波

その他の活断層に想定される
地震に伴う津波

敷地前面海域の断層群
(中央構造線断層帯：海域部)
の地震に伴う津波
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津波の高さ(m)

３号補機冷却水取水口前面

波源全てC級 前面海域 その他の断層C級 南海トラフ 琉球海溝

T.P.-4.60m

※ 潮位を考慮

波源すべて

南海トラフの巨大地震に伴う津波

南海トラフから南西諸島までの
領域を対象とした津波

その他の活断層に想定される
地震に伴う津波

敷地前面海域の断層群
(中央構造線断層帯：海域部)
の地震に伴う津波

３号炉敷地前面(上昇側) ３号炉海水取水口(下降側)

基準津波定義地点(上昇側) 基準津波定義地点(下降側)
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評価結果(フラクタイル曲線)
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基準津波定義地点(上昇側) 基準津波定義地点(下降側)

３号炉敷地前面(上昇側) ３号炉海水取水口(下降側)

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
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まとめ -超過確率の参照-

○基準津波定義地点における最高水位の年超過確率は10-７ ～10-８程度となっている。

○基準津波定義地点における最低水位の年超過確率は10-５～10-６程度となっている。

○３号炉敷地前面における，基準津波による最高水位の年超過確率は10-６～10-７ 程度となっている。

○３号炉海水取水口における，基準津波による最低水位の年超過確率は10-６～10-７ 程度となっている。

評価地点 津波水位 年超過確率

基準津波定義地点
(最高水位)

T.P.+3.50m 10-７ ～10-８

基準津波定義地点
(最低水位)

T.P.-2.87m 10-５～10-６

３号炉敷地前面
(最高水位)

T.P.+8.12m 10-６～10-７

３号炉海水取水口
(最低水位)

T.P.-4.60m 10-６～10-７

８．超過確率の参照 平成27年6月3日
まとめ資料再掲
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